
 

2026 年 8 月 2 日（日） 

特祷 聖霊降臨後第 10 主日 （特定 13、A 年） 

憐
あわ

れみ深
ふか

い全
ぜん

能
のう

の神
かみ

よ、み民
たみ

がまことと賛
さん

美
び

の礼
れい

拝
はい

を献
ささ

げられるのは、ただあなたの恵
めぐ

みによりま

す。どうかつまずくことなく天
てん

の約
やく

束
そく

に向
む

かって走
はし

り、ついにみ前
まえ

に至
いた

ることができますように、父
ちち

と聖
せい

霊
れい

とともに一
いっ

体
たい

であって世
よ

々
よ

に生
い

き支
し

配
はい

しておられる主
しゅ

イエス・キリストによってお願
ねが

いいたし

ます。 アーメン 

旧約聖書 ネヘミヤ記 第 9 章 16 節～21 節 

16 ところが、わたしたちの先
せん

祖
ぞ

は傲
ごう

慢
まん

にふるまい、かたくなになり、戒
いまし

めに従
したが

わなかった。17聞
き

き従
したが

うことを拒
こば

み、彼
かれ

らに示
しめ

された驚
おどろ

くべきみ業
わざ

を忘
わす

れ、かたくなになり、エジプトの苦
く

役
えき

に戻
もど

ろうと考
かんが

えた。しかし、あなたは罪
つみ

を赦
ゆる

す神
かみ

。恵
めぐ

みに満
み

ち、憐
あわ

れみ深
ふか

く、忍
にん

耐
たい

強
づよ

く、慈
いつく

しみに溢
あふ

れ、先
せん

祖
ぞ

を見
み

捨
す

てることはなさらなかった。18彼
かれ

らが牛
うし

の像
ぞう

を鋳
い

て造
つく

り、エジプトから救
すく

ってくれた神
かみ

だと称
しょう

し、背
はい

信
しん

の大
たい

罪
ざい

を犯
おか

したときも 19まことに憐
あわ

れみ深
ふか

いあなたは、彼
かれ

らを荒
あ

れ野
の

に見
み

捨
す

てることはなさらなかった。

昼
ひる

は雲
くも

の柱
はしら

を取
と

り去
さ

ることなく行
ゆ

く手
て

を示
しめ

し、夜
よる

は火
ひ

の柱
はしら

を取
と

り去
さ

ることなく、行
ゆ

く道
みち

を照
て

らされた。

20 あなたの優
すぐ

れた霊
れい

を授
さず

けて彼
かれ

らに悟
さと

りを与
あた

え、口
くち

からマナを取
と

り上
あ

げることなく、渇
かわ

けば水
みず

を与
あた

えら

れた。 

詩編 第 78 編 14 節～26 節  Attendite, popule 

14 神
かみ

は海
うみ

を分
わ

けて彼
かれ

らを渡
わた

らせ‖ 水
みず

を立
た

てて壁
かべ

のようにされた 

15 昼
ひる

は雲
くも

が彼
かれ

らに先
さき

立
だち

ち‖ 夜
よる

は燃
も

える炎
ほのお

が彼
かれ

らを導
みちび

いた 

16 荒
あ

れ野
の

で岩
いわ

を割
わ

り‖ 豊
ゆた

かな水
みず

で彼
かれ

らの渇
かわ

きをいやされた 

17 岩
いわ

から水
みず

がわき出
だ

し‖ その水
みず

の流
なが

れは川
かわ

となった 

18 それでも、彼
かれ

らは神
かみ

に背
そむ

き‖ 砂
さ

漠
ばく

で、いと高
たか

き方
かた

に逆
さか

らった 

19 民
たみ

は飢
う

えを満
み

たす食
しょく

物
もつ

を求
もと

め‖ 心
こころ

のままに神
かみ

を試
こころ

み 

20 神
かみ

に逆
さか

らって言
い

った‖ 「神
かみ

は荒
あ

れ野
の

で食
しょく

事
じ

を出
だ

すことができるだろうか 

21 岩
いわ

を打
う

って水
みず

をわき出
だ

させた神
かみ

は‖ 食
しょく

物
もつ

を与
あた

え、その民
たみ

に肉
にく

を備
そな

えることができようか」 

22 主
しゅ

はこれを聞
き

いて激
はげ

しい怒
いか

りを現
あら

わされ‖ 火
ひ

はヤコブに､怒
いか

りはイスラエルに燃
も

え上
あ

がった 

23 彼
かれ

らが主
しゅ

を信
しん

ぜず‖ その救
すく

いに頼
たよ

らなかったから 

24 神
かみ

は大
おお

空
ぞら

に命
めい

じて‖ 天
てん

の扉
とびら

を開
ひら

き 

25 彼
かれ

らの上
うえ

にマナを降
ふ

らせ‖ 天
てん

の小
こ

麦
むぎ

を食
しょく

物
もつ

として与
あた

えられた 

26 人
ひと

びとはみ使
つか

いのパンを食
た

べ‖ 神
かみ

は彼
かれ

らに飽
あ

きるほどの食
しょく

物
もつ

を与
あた

えた 

  

入堂： 

聖歌 404 

奉献： 

聖歌 256 

退堂： 

聖歌 657 



 

使徒書 ローマの信徒への手紙 第 8 章 35 節～39 節 

35 だれが、キリストの愛
あい

からわたしたちを引
ひ

き離
はな

すことができましょう。艱
かん

難
なん

か。苦
くる

しみか。迫
はく

害
がい

か。

飢
う

えか。裸
はだか

か。危
き

険
けん

か。剣
つるぎ

か。 

 36「わたしたちは、あなたのために一
いち

日
にち

中
じゅう

死
し

にさらされ、 

   屠
ほふ

られる羊
ひつじ

のように見
み

られている」 

と書
か

いてあるとおりです。 

 37しかし、これらすべてのことにおいて、わたしたちは、わたしたちを愛
あい

してくださる方
かた

によって輝
かがや

かしい勝
しょう

利
り

を収
おさ

めています。38わたしは確
かく

信
しん

しています。死
し

も、命
いのち

も、天
てん

使
し

も、支
し

配
はい

するものも、現
げん

在
ざい

のものも、未
み

来
らい

のものも、力
ちから

あるものも、39高
たか

い所
ところ

にいるものも、低
ひく

い所
ところ

にいるものも、他
た

のどんな

被
ひ

造
ぞう

物
ぶつ

も、わたしたちの主
しゅ

キリスト・イエスによって示
しめ

された神
かみ

の愛
あい

から、わたしたちを引
ひ

き離
はな

すこと

はできないのです。 

福音書 マタイによる福音書 第 14 章 13 節～21 節 

13 イエスはこれを聞
き

くと、舟
ふね

に乗
の

ってそこを去
さ

り、ひとり人
ひと

里
ざと

離
はな

れた所
ところ

に退かれた。しかし、群
ぐん

衆
しゅう

は

そのことを聞
き

き、方
ほう

々
ぼう

の町
まち

から歩
ある

いて後
あと

を追
お

った。14イエスは舟
ふね

から上
あ

がり、大
おお

勢
ぜい

の群
ぐん

衆
しゅう

を見
み

て深
ふか

く憐
あわ

れみ、その中
なか

の病
びょう

人
にん

をいやされた。15夕
ゆう

暮
ぐ

れになったので、弟
で

子
し

たちがイエスのそばに来
き

て言
い

った。「こ

こは人
ひと

里
ざと

離
はな

れた所
ところ

で、もう時
じ

間
かん

もたちました。群
ぐん

衆
しゅう

を解
かい

散
さん

させてください。そうすれば、自
じ

分
ぶん

で村
むら

へ

食
た

べ物
もの

を買
か

いに行
い

くでしょう。」16 イエスは言
い

われた。「行
い

かせることはない。あなたがたが彼
かれ

らに食
た

べ

る物
もの

を与
あた

えなさい。」17弟
で

子
し

たちは言
い

った。「ここにはパン五
いつ

つと魚
さかな

二
に

匹
ひき

しかありません。」18イエスは、

「それをここに持
も

って来
き

なさい」と言
い

い、19群
ぐん

衆
しゅう

には草
くさ

の上
うえ

に座
すわ

るようにお命
めい

じになった。そして、五
いつ

つのパンと二
に

匹
ひき

の魚
さかな

を取
と

り、天
てん

を仰
あお

いで賛
さん

美
び

の祈
いの

りを唱
とな

え、パンを裂
さ

いて弟
で

子
し

たちにお渡
わた

しになった。

弟
で

子
し

たちはそのパンを群
ぐん

衆
しゅう

に与
あた

えた。20すべての人
ひと

が食
た

べて満
まん

腹
ぷく

した。そして、残
のこ

ったパンの屑
くず

を集
あつ

め

ると、十
じゅう

二
に

の籠
かご

いっぱいになった。21食
た

べた人
ひと

は、女
おんな

と子
こ

供
ども

を別
べつ

にして、男
おとこ

が五
ご

千
せん

人
にん

ほどであった。 

予定  

8/9：聖霊降臨後第 11 主日 [ヨナ 2、詩 29、ロマ 9:1–5、マタ 14:22–33] 

8/16：聖霊降臨後第 12 主日 [イザ 56:1–8、詩 67、ロマ 11:13–24、マタ 15:21–28] 

祈りましょう 

⚫ 諸魂教会 (ﾁｪﾘｰﾋﾙ･

ﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ)、 

諸聖徒教会(ﾎﾉﾙﾙ) 

⚫ 配偶者を亡くした

教区の兄弟姉妹 
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